
施策分析シート（平成23年度）
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介護を必要としない高齢
者の割合

－
要介護等認定を受けていない
高齢者数／65歳以上人口

230

今
後
の
方
向
性

《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○二次予防事業対象者、要支援者など、対象者の身体状況等を踏まえた介護予防プログラムを作成
し、実施していく。
○元気高齢者などに対しては、身体機能の維持向上を図る運動や健康であるために意識することな
どを知ってもらい、早い段階から介護予防に取り組めるような体制を作る。
○認知症に対して、段階にあった施策を実施できるよう体系的な対策を行う。

23年度

15.0%

82.2%

6,561 4,842 4,737 6,019

83.0% 83.0% 82.4%

団塊世代の高齢化などにより高齢者人口の増加が予想されることか
ら、介護予防の一層の強化・充実に取り組むとともに、要介護者の
増加の抑制を図っていく。

65歳以上高齢者における二次予防
事業対象者数の割合

ころばん体操・せらばん体操、お
たっしゃランチ、健康教室の参加
者（重複あり）

－ 19.6% 16.0%

225 203 221

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

関連部課名

重点的に推進 重点的に推進

指
　
　
　
　
標

二次予防事業対象者出現
率

介護予防事業参加者数

健康推進リーダー活動者
数

7,000

250

指標に関する説明

　運動機能向上、栄養改善、口腔機能向上、認知症予防等を目的とした介護予防のための諸施策を
推進し、高齢者がいつまでも健康で生きがいをもって、住み慣れた地域の中で日常生活を送れるこ
とを目的とする。

○前期高齢者人口の割合が20年度の56.6％から年々減少し23年度には51.6％となり、高齢化が進展
してきている。しかし、団塊世代が65歳を迎え、23年度以降28年度までは前期高齢者が54.8％まで
増加が見込まれる。
○要介護、要支援状態とならない状態を維持し、いつまでも健康で生きがいをもって日常生活を営
むためには、二次予防事業対象者（要支援、要介護状態となる恐れの高い高齢者）を早期に把握
し、介護予防事業の参加を促す必要がある。
○ころばん体操を開発して、およそ10年になるため、体操実施者の効果を測定するとともに、多く
の人が介護予防事業に参加する気運を高める必要がある。
○介護保険法の一部改正を踏まえ、要支援者に身体機能や生活機能の向上のための事業を提供して
いく必要がある。
○認知症を早期に発見し、治療に結びつける、また認知症となっても住みやすいまちとする等、認
知症対策を強化する必要がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

15.0%

20年度 21年度 22年度

内線
福祉部高齢者福祉課
伊藤節子 2660

施策名
部課名
課長名

施策No介護予防の推進 02-02

行政評価
事業体系

分野 生涯健康都市[Ⅰ]

政策 高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成[02]
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No2

06-03-45

合　計

06-03-47 709 571

06-03-48 996 996 継続

06-03-46 1,989 1,912
重点的
に推進

4,029 3,896 継続

重点的
に推進5,193 6,328

重点的
に推進

155,515 167,224
重点的
に推進

06-03-43 842 842 継続

3,737 1,283
重点的
に推進

重点的
に推進

06-03-40 6,592 6,656 推進

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

22年度

高齢者の閉じこもり予防や栄養改善を
目的とするが、高齢者の安全を図るた
め、実施会場の検討を行う

地域において、迅速かつ適切に高齢者
に対応するため、区との連携の強化を
図る

高齢者の閉じこもり防止を図るととも
に、認知症予防対策も加え、総合的な
事業展開を図る

分類についての説明・意見等

二次予防事業対象者の決定を適切に行
うとともに、介護予防の普及拡大を図
り、高齢者が主体的に取り組めるよう
啓発を図る

介護予防事業として区の代表的な事業
であり、転倒率等でも成果があるた
め、参加者を拡大を図る

21年度

荒川ころばん・せらばん
体操

06-03-49 1,545 345

06-03-50 5,629 5,758医療福祉相談事業

理学療法士訪問指導

健康推進リーダー育成

認知症キャラバン・メイ
ト

膝痛予防教室

施策を構成する事務事業の分類

介護予防普及啓発事業

二次予防事業対象者把握
事業

脳と心の健康推進事業

高齢者施設を活用した高
齢者来食サービス事業費
(おげんきランチ)

事務事業名
決算額（千円）

地域包括支援センター事
業

学校給食を活用した高齢
者来食サービス事業費
(おたっしゃランチ)

ふれあい健康教室

06-03-41

06-03-42

06-03-44

推進

事務事業
No

06-03-39 31,488 33,682
重点的
に推進

06-03-51 － － －

推進

重点的
に推進

重点的
に推進

推進

継続

重点的
に推進

重点的
に推進

推進

高齢者が活き活きと生活していくため
に健康面等のリスクを早期に発見し、
改善するよう啓発を図る

高齢者の閉じこもり予防や栄養改善を
図るために拡充を図る

認知症について、正しく理解し早期発
見を可能とするため、普及啓発を図る
とともに、医療との連携を検討する

推進

重点的
に推進

継続

介護予防の担い手として核となるのが
リーダーであり、区民が主体的に介護
予防を展開していくために育成を強化
する

高齢者の生活機能を維持するために在
宅サービスとの連携を強化する

218,264 229,493

膝痛を予防することにより、日常生活
の活発化や介護費用、医療費の抑制を
図る

推進

重点的
に推進

認知症を正しく理解し、認知症高齢者
や家族を支援する地域づくりを図る

医療相談に的確に対応し、医療機関や
地域包括支援センター等との連携強化
を図る


